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(杉並区立高南中学校 学校運営協議会広報紙 令和6年3月発行 )

学 運営 制 導を してい 学校 (コ ュニ ・校 協議会 度 入 る ミ テ スィ クール=CS)となつて
6年目になりました。

校長 立花 忠司

本校 平成 4月に ミ テ スィ クは 30年 コ ュニ ・ ー

ル 運営(学校 協議会制度 なり、 で 6年)と 今年度 目

を迎えました。 ミュコ ニ 。ス ーティ ク ルとは、学

と 域校 地 力 合わが を せて 校 取 組に こ学 運営 り む と

「 域が になる と 学 へ可能 地 ともにある の転校」 換

を の図るため し で こくみ す。 の ミュコ ニティ。ス

ーク ルでは 学 運営、 に の校 地域 声 積極的を に生か

地し 一域 体、 と と つな て 色ある づ特 学 くりを校 進

こめる と で つが きるし に ていくみ な ます。

本校で こ 6年も れまでの 、 協議会間 学校運営 か

らさま 御 見ざまな をいた 学 運営意 だき、 の校 改善

つを て図 きました。また、学 運営 と校 協議会 両輪

の にある関係 学 支 「校 援本部 高南会」 学校が、 の

解決の課題 ために 々様 業 展開 いな事 を して ただい

いて ます。

こ られか も、高南中学校 「 域がまさに とと地 も

校」にある と学 なるよう、 の域 声 大切地 を にして

校経営 行 つ きた と思学 を な てい い います。どうぞ

よろし いくお しま願 す

「 ミュコ ニティ・ス ー としク ル て」 「鼈 瑕鰊年 躁 邊鰤鋏 鉤蘊瞼攘

校 校高南中学 学 運営協議会会長 堀内 一男

半登 は、 に い能 島地震 共 び、 まし 、学 励 合 時

には 一喧 もする と に連 生 し、そ を嘩 友 緒 活 れ 温

厳 つかく、 し み めて い導 先 方く 指 ただける 生 が

ゃいらつ こ 取し る との せ らせ幸 感 くれを じ て た

ので いはな でしょ かう 。

の年 校 協議会今 度 学 運営 は、 しい新 委員を迎

え、 動 。運 会 合唱祭、公開授 等業 参観の と 9回

の協議会 開を し、 の 校状況 見つめ催 高南中 学 を 、

まし、そ ぞ の立 ら場 意 直励 れ れ か の を に見 率 述

べて参りました。

生 たちが を け、全 す徒 情熱 傾 力 球 る各投 種行

も り で 会事 予定通 き、全 に実施 国大 臨んだテニ

ス の部 動での に部等 活 活躍 も目を ること見張 が

できました。

の 動 特 意で に こ今年度 協議会活 留 した とは、先

生 や生 たちとの の方 徒 直接 を くとり交流 多 入れ

たことと、こ 動んな が ばと取 組活 あれ り んだ

「学 支 一高 」によ 徒校 援本部 南会 る生 の学習指

導や日 生活 への な体 援助活動常 等 具 的 です。高

域を と南中 学区 する全ての 会 高南中 愛町 も を し、

応援 いして ます。



員CS委 からのメッセージ
～今年度 活動の を終えて、CS委員からの保護者、生徒の皆様へ～
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「私は自分のこと|よ自分で決めて、まわりにも思 やい りをも なてるよう 人になりた 。ヽい くし になつ っても学ぶ

こと あ 」とは る。 思 らな 域い が 地 中の 自分での 場の立 学校、 関に わ 難る 何しさ 度を 味か わってきました。

この世界に 1人しかいない自分、人それぞれ得意や苦手な事 が、身長 高 人 低い 、 人 この世い 、 界 くに全 同じ

人は ない 。 人でもい どんな 傷つい 不たり 安にな たりつ とコ プ ッン レ クスはある。 、でも 良いと 沢ころも 山ある

ことに気付く でこと 自分にしか出せ いな 独特 味 る。の にな 人と比べる必要はな 。自分い が自分らしく れいら る

場所作 、りや 悩みを話 友達せる 沢を 山も て 日常つ 、 生活 中の 自分がで 決断する力を養つてほしいです。

地域の経験豊か 人達な 高南や 中学校 むを囲 様 な大人々 考の え方 触に れ 機る 会が増え 尚、 層豊 を一 かな心 育み

自分らしさ 大切を 友情やに 思 や 気い り 持の 持ち、ちを 人と 良の きい ずなが生まれ ことをる 期待して まい す。

小林員 三津委 子

「 鰺 靱 晰 鰊 瘍 献 輻 蠅 勒 核
饒 欲 壺纂騨 機翻 :蝉辮脚 害
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高南中学校 正門 つての を入 階段を上がると右手 人に 池工 があります 何年も。 前はホ の もタル 飼育 行 てっ いま

成した。 虫になる ホと タ 短い生ルは 涯 輝を か よ にせる う 夜空を幻想的 彩つてに 私達 楽を しませてくれました。

学校支援本部 早で 速 域は 地 方や幼の 子供い たちに見せてあげ とよう 公開 めにのた 準備をしま 沢した。 山の方の

“あり と "がが う 聞かれました。

今は人工 池 魚がの に金 泳いでいます 小。 さか た 魚は主っ 金 事さんのお世話 餌 おで やりや 掃除を らいしても 気

持 良ち く泳 います。いで 輝 し もか 何い のは もありま 毎せんが、 日そ 穏こに やか 居に くて れることはホッとする

心 癒の しになっています。おはよう !さよな !今 も 日ら 日 終一 わ たねつ 、ま 明た 日もがんば うろ 。生き いて る

証がそこにあるか 私ら、 励は まされて まい す。

ある日、 魚3匹の金 がお腹をふくらませて辛そうにして まし 卵をい た。 抱 い のかといて る 思って たい ら、ど

らうや 病気だと言うことがわかり 「ました 腹水。 病」 いと うらし 。治せるい 薬はないと うい 。 んだんだ 弱つて、

お を腹 見せて浮いて ることい や沈んでいる 多ことも くなりました。それでもト ト 刺ン 激ンと れさ れ 少しば 泳い

石 陰の やで 隅っこでじ としっ て まい す。 魚金 頑張りがの 胸に響 涙いて が出 き 。て ます 命あるも 最後までの、 頑

張る。「命を らめなあき 」い と う姿い を 魚は金 示してくれています 何 も。 事 最後まであきらめない、と言うメッ

魚ージ のセ を金 命か 学ら びました。ありが うと !                    委員 木村 房代
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校 「高 一 通 事学 支援本部 南会」 年 様 業 行 つ いでは、 を じて 々な を な て ます。

徒生 たちが を ち自興味 持 分 意思 参加 えの で してもら るように、 生 や先 方 委員 相談 活動と しなが し ますら てい 。

参力0人数 少 時 ニの な 、 合ー つ い い 悩 解決策 考 次い は ズに て な のではと み を え 回 繋に げるようにしています。

一大人 方的 考 行ただ が に え うて ことは、 当に生本 徒達 役 つの に立 て る か、や る 押 付つ い の てい よ !と し けに

な て な のか 模索 続 校連 学 中 いこつ い い ?日々 の です。 では 々できな とを、地域 支援 てい のが高南として し く 会

目的 一つ 徒 中の の でもありますが 生 心 つ、 が にな なけれ 少てい ば しずつズレが生じてしま まい す。

点 注意その に を なが 何気 会し ら、 な 話か も トい ら がある 個性 徒ヒン ので、 豊かな生 達を置 去き りにしないよ

積極的うに 話 け 寄しか 、ひとりひ り 添 こ ので 高南 を目と に り う と きる 会 指 今後 校学 運 協議し、 も 営 会 連携と を

いして きます。

保 に護者 皆 気軽 校 協 やの さんも 学 運営 議会 高南会 声にお かけください。         委員 豊川 充子
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私 ども子 人 高南中 卒業の は四 とも を し ます 間続てい 。 け お世話 高8年 て になつた と との わりは、南中 私 関 様々

行事 担任 先 てな 、 生 面談 我 子の との など全 が を通 ので はしてのも した。当時 小学校 PTA活 に し 、動 忙 高く 南中

動|よの PTA活 正直避けていました。昨年5月 に学校運営協議会委員の一員として参加させていただくように

なつ 初 観客 的 高南中 知て、 めて に を く うよ ろ とするようになりま 徒した。そして、生 皆の さんがそれぞれの立

場 生 活動 姿 先 徒で き生きと し る 生方 皆 温てい 、 と生 の さん か つとの い ながり、地域 方 のも含 多く 人の 々 めて が

高南中 良 環境 いこをより に う 力 合 矢い して と を わ る な □ 動せてい こと どを り、心を れ 今では我かさ ました。 が子

在籍し 8年間 高南中 身近 感の ていた より を に じ れるら ほどです。そし 、今て さらながら高南 で が が中 我 子 学校

活 送つ い こ 嬉 思 つ 一い 。 と ひとりが なり 充生 を て た とを しく ます き 人 自分 実に した日 を過々 こしていたのだろ

う 思い こ らなと ます。 か も、れ 高南中 素晴 小の らしさを さな と も い 見つこ で いろ ろ けて けるよう いい にした と

思います。また、 自 も か私 身 何 役 微力のお に立てるよう、 ありでは ますができる 囲範 頑張つ いで ていきた と思

い 今後ます。 ともよろしく 願 いお い たします。

委員 後藤 郁子
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長 会議 席 機 年PTA会 になり、いろいろな に出 する 会が多い一 でした。その中の一つである学校運営協議会

(以下 CS)|よ校 、 、長 地域住民 保護者 (PTA会長)で構成されています。月に一度程度集まり、学校運営につ

つ 先 徒 徒話し合 ます や 会 達 参加いて てい 。 生 生 の生 が する回もあり、興味深 内い の容 話 聞お を かせていただい

ています。

コロ でナ や禍 休校 活動制限 つ 子供があ たために たち 影響にさまざまな がある それ 子供こと、 を たちがうまく

えるよう 生 夫 て行 先 方 取 組 でい こと ど、保護に が工 し り ん る な 者 知 な 校学 運の ら いところでよりよ 営い のため

行さまざまな われに ことが て ます。ほ 保護者 方 存矢い とんどの の がCSをこ □ないかもしれません。どなたでも
こ見 出来る とが ますのでぜひ らし み くだい て て さい。

高南だよりに開催 案内 載つ いの が て ます。高南中 校をよりよくする 学 運 興味ために 営 を つ いに も て ただけれ

ば幸いです。                               委員 橋 淳石 子



徒会役員生 それぞれか 始 高南中 つ いことら、 めに、 でや てみた や、生徒会 候補時 掲 候補 由立 に げた立 理 など

話 部を し も ま 。 活 イ ッ 球技大会 いつて らい した タ ア プの や、クラ ッチ 意見 つ 運動 ではスマ と た があ て、 だけ な

ドー ーム た (百く、ボ ゲ やかる 人一首)といつた球技以外の種目を取り入れたクラス対抗を、と言う意見もあ

りました。

CS委員から、高南中で実施されている、私服デーについて聞いたところ、話が広がり、服装だけでなく、

型髪 標準 の、「や 服時 高南中 ら の」 沢 して まし生 しさ 話を 山 くれ 私服 ーた。 デ 自由度 開催頻度の は、 やタイミン

グによ 根本的つては、 なね 乖離 いね 意見 聞らいと しか な との も け 「たのは、 なる 」ほどな と した感心 次第です。

各 持 “々が て る ル ボ ー “つ い ルの ダ ライ う つ 聞ー ー ン のよ なことに く 私で した 、 たちいて ことが きま が 委員と

い「近 高南 生中 」 準 様 共で、 できるらしさ に基 がある 感 大変有意義な意見交換会 なと りました。

主学校 役 徒の は、生 だ 思つ いと て ます。当事者 思 校寄 添 学 協の いに り う 運営 議会として、生徒会役員だけで

高く 広く多 南中 機な 、 く 生 意見交換 会の と、 の がある 思い いとい と ます。

委員 宮内 康子
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昨年 教 子10月 で、 え ある グ 異 校70歳 ループと 49歳グループの二つの なつた学 の「同期会」が開催された。

会 一社 第 線 動 一活 応終 ール と、 、の での を えたグ プ 苦 つ今 労真 最中 ーのグル プ 話題 異とでの は なるが、中学校

の代 校 つでの 、 た時 学 諸行事 係 先 方 友 関 いに する 出 が 心や わ 生 や 達 思 話 中 教師 知 れ つ 秘で、 に ら たくなか た 密

次 飛話も び出 秘 に密 話 嬉 話 姿 好 つ 師 私の 々と してきた。 の を しそうに す 感をも 教 知つ い ことが、 の は て た が多

ニく、 ヤリ なが 聞 楽 い ことし ら き、 し ひとときを した。過 高南中学校卒業後の さん皆 成長 今後の は、 、自分自

身 会 場 努 精が出 うあ ゆる 面 力 進 周 人 学 取 素ら での や 、 囲 か び 直の 々 ら る さがあつ 初 成 つり 思て めて 立 と うが、

エ ーの ル の は、点 中 校そ ネ ギ 原 学 時代 切磋琢磨 つの によ て るも培われ 思つ るのと てい 。

生高南中学校 徒の さんは、 校 自中学 時代 分 好に の きなことを なつ我武者羅 見付 失敗に て け、 し もよて いから

全力投球 毎 積極日 的ぽ 考して、 を 生きる え い 方 成ことを てほし 。あなた 長 必要の に な つことは、い までも心配

け続 両親 先や 方し ている 生 ありで 、おおらかに交わ 友全 人 のっていた ての と、そし あ 方 活動 大て、 なた を きな

をもつ期待 見つて めて る地域 人 関わい の 々との りである も忘れ い いこと な でほし 。

会長 堀内 一男



「 鬱骰燒 骰 で、 ♂ のなしぬぬ 隠濃院 け畿つくり]

並区教杉 育 施行ビジ∃ン2022が されて 2年目を迎えました。昨年度から

「 あわし せと|よ ?」 をテー 徒 ・地域 保マに、生 、 護者 教職員 して る、 、そ あ 時

れ 集 混じ て しにはこ らの 団が 話 合 行つつ いを てきました。そ 中 徒の で生 から

校 「 。学 安 安は、 が 心 全 居 地 所で、 心 場 」のよ あい で てほし う声つ いとい が

く多 聞 した。具体かれま 的 何 改善に か きるで ことはな だ う 尋い ろ かと ねたと

「 校の まり学 」ころ、 き 中 改の で、 きる善 点で が く かあ 分い る とが かりつ こ ま

徒した。そ 会役員 律こで生 規 委員 中と 会 心 改が となり 向 取組た を、 正に け 昨

年度 丁 行の か 寧 昨年 2月9月 ら に い、 の に改正が実現しました。また、私服

校登 私服 ーで きる 設 て しで デ を け 欲 提案 今年いとの もあり 度、 は か7月 らこ

れま 私服 実でに 、 デ 現4回 ーが しました。きつと他にも改善できるところが

ある 今後 少はずです。 も 学校 「 ・、 しでも 安心 安 で、 よの いが 全 居心地 場所」

近づ 徒 。に けるよう 生 地域 保護 の さん 学、 、 者 皆 声 校づの を くり 生に かして

きた 思い いと います。

校長 立花 忠司

「高南中 徒|ま生 次 籠の世 宝 l』 【卜隆隆鮨鰈躙辣絣幽 曇 」

今年は、新年早 大災害 見舞 年々 に われる 明重 け ない と てしま まつ い し

。いた か起つ こ とさ 都るであろう れる首 直下 地震 震 5強 上で型 。 度 以 開

さ設 高南中 校 で|よれる 学 震災救援所 年 練を毎 訓 行つ い 今年て ますが、 度

参力0す 中学 活も る 生 躍 目 見張の には を るも あのが りました。高南中レス

キュー 「隊|ま 人 役の に立ちた 」 徒 有う生 志 ので、い とい の によるも 地域

にと て もつ は しい です。頼 存在 他の では、事例 薬物乱用防 率先校止 とし

て 年 から 中学今 度東京都 高南 校が認定 れさ ましたが、 用薬物乱 防 セ止 イ

フティー教 コ室で デイネー ー ー い 関タ をして る わりか 生徒ら たちの事後

文を み、自感想 読 分 見つのことを める 同時 他 へ者 思い を深と に の やり く

感 取 感 受じ る とが き 銘 けこ で を ました。生徒たちの や活躍 思 触れいに る

度 感動に さ れ 世次 代せら 、 の宝とし 今後 成長 期待て の に するとともに、

見守 て きた 改 感つ い いと めて じました。

委員 不□田 智美

私 高南中 第 小学校 杉十は の 6期生でした。 は です。

高南中 卒業を 当時 同級して、 の 3年 F組の 生たちは、それぞれが別々の高校へ進学したのですが、高校 2年

の にみ 時夏休 高南中 代 つの スメ を て、クラ イト 誘 長野県中部 ヘ入 山 泊の 笠 登山ー 八 ンの イキ グを 画計 実行した

か こ ー 親交 十歳との が を ぎたこと ら、 のグル プ 八 過 現在 続も て ます ーい い 。このグル プ ーのガ ルフ ドレン の一

人 私が 嫁のお さんにな くれ 来年|よ「 ンつて て、 ダイヤ ド婚」 迎モ を え れ こ です。 々ら る とになりそう 我 夫婦共

通の が、親友達 高南中 同期 級
｀

の /同 生であったことが、どれほど人生を豊かなものにしてくれたかは、筆舌の

く尽 難 こ 高南中在校し いと ろです。 時代 良 友 関係に き 人 得て、そ をキを れ 続 来 ばー ことが 、生プし ける 出 れ 涯

幸 約束の せ さ る なが れ 身近 実例でありた 願つ いいと て ます。

委員 志達 和雄
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学校1運営協議会

願 田

高南中学校 校学 運 協議 は、 と にあるの 営 会 地域 共 学校づ 推くりを 進 ことする がそ

で役割 学校経の す。 営方針 検討 承認 教育課程 検の と 、 届 討 承と 、の 認 教員 任用の に

関 てし 員会又教育委 校長 意見 述べは に を る 要 業ことなど重 な 務があります。その他

にも協議会 職教 員 徒 役では、 や生 会 員 意見交換との を行 て ます。そ 場つ い の では、

徒生 皆 ん ど した 全の さ が う 学校 体ら がまとま て けるつ い のかをき 考ちんと えること

分 今年も かりまし 度 徳た。 道 地 公開講の 区 座 道徳科では の の授業 参観の 、後 保護者

皆 参加し、の さんも 有意義 協議 行な が われ 々なました 是非 様 校。 、 学 行事に参加し、

徒の さん を生 皆 声 聞の いてみ く い とて ださ 。き 家庭 見 新ら い たなつ こ で|よ れな 発見

がある 思と ますい 。

委員 大 橋  哲

学校 協運営 議会
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検長が推欝 磯
,■崚■oltli響麟者 ありで 、|¬オltサ崚F‖撤il
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地域 体 供一 て たつ ちをと とな 子 育

む『地域とともにある学校』を目指

して、平成 改16年に 正された「地

方教育行政 組織の び 営及 運 関に する

法律」により導入 制された 度です。

地域住民 保や 護者等 一 のが 定 権限

を つて持 学校運営 参画 意志決に し 定

行を う によりこと 、そ ニーの ズを迅

つ速 的 校か 確 学 運 反に 営 映 せに さ 、

より い教育よ の実現 取 組に り む合議

制 機関 委員の す。 教育委員で は 会が

任命 非常勤職する 員 構成 れで さ てい

ます。

学識経験者

教育翼係の大

学款踵や弁護

士、経営者な

ど 玲、崚長 学校

運営を専門的

費地か 支ら える

姜蒟

公募

教育活動に拶:
わ た経験っ が

どあるな 教育

関.さに のある、

地 や域 保護希
(,0代表 してと 関

委わる 員

△ F=
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立委員 花 。忠司 志達 和 。雄 川 充 。 三豊 子 小林 津 ・ 房子 木村 代 。

橋 。大 内 ・哲 宮 康子 和 ・田 智美 橋 ・石 淳子 後 郁藤 子

今年 の度 協議

回 開催日 協主 な 議 事 項 活 動 内と 容

1 4月 (木 )27日 委員 教師 談の 並び のと 懇 会 新任教員 紹

高南会 動活 予定PTA、 の について

の介 今年度 学校経 の営 方向性

2 事行 (運動 ・会 修学旅行 。フレン シド ップ等)についての改善点について

3 7月 10日 (月 ) 学期 校1学 の の様子  ・教務主任、生活指導主任からの報告と懇談

4 18月 28日 (月 ) 学年別、課題別に教員との懇談 ・高南祭の準備状況の把握

5111月 22日 (水 ) 行事に対する意見・学習・体力調査の分析・教師の任用に関する意見の提出

6 ,, (tr)12tr 1B.E 生徒会役員から見た学校への要望 .。 発行CSだよりの について

公711月 13日 (土 ) 道徳地区 開講座 (教員 議、PTAとの協 会 )

8 13月 4日 (月 ) 次年度の学校経営方針と教育課程の検討と承認

3月 18日9 ※(月 ) 協 。議予定 徒生 路進 状況の について 。今年度 動の活 反の 省

度次年 向 ジュース ルに けた ケ 検討

行事参観 ・運動会 高南祭・ 。合唱祭 中学校対抗駅伝・ 合小中 同研修会授業参観

16月 30日 (金 )


